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市の発言要旨及び対応

※建設道路課　確認済

　この会で地域の活動と課題について話し合う。市之川在住の方に加え、市之川出身でこの地で
交流を続けている方にも参加していただいた。行政と共に話し合い考えることで愛着を持ち、ま
た、皆さんの協力をいただきながら会を進めていきたい。

・市之川に来る度に、一つの地域が家族のようなアットホームな雰囲気を感じている。
・2020年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって皆の生活が一変し、その状況が現在
  も続いている。
・対策として、風邪のような症状が出た時は、まずかかりつけ医に電話相談してほしい。
・私達ができる予防「うつらないよう自己防衛」「うつさないよう周りに配慮」「習慣化しよ
　う3密回避」を意識して行動していただきたい。
・プレミアム付き地域応援券を6万セット追加し販売中である。購入することで、西条市内の飲
　食業や小売りサービス業を支援してほしい。
・財政状況は厳しくなってくる部分もあるが、市民の皆様の生命と財産を守り、子や孫の世代
　に西条市を引き継いでもらえるよう、務めを果たす。
・館長や皆さんが一生懸命この公民館を守ってくださっている。皆さんのコミュニティを大切
　にしていきたい。

・住民登録は、平成17年3月現在で23世帯・39人だったが、その後は過疎化が進み、令和2年
　11月末では9世帯・13人となった。
・公民館の主な事業（令和元年度）は、ふるさとの集い（4月）、敬老会（11月）、視察研修
　（11月）、女性学級（12月）。その他、保野の『山の神さんのスギ』のお参りやカラオケ会
　の皆さんの協力により、公民館の修繕・除草・剪定、水源地清掃などを行っている。また、
　訪れる方に喜ばれるよう植栽に楽しく取り組んでいる。
・武丈丸野線等の除草作業は、「道路愛護団体」の皆さんで年に2回実施している。
・武丈丸野線（尾鼻～高速道路トンネル付近）の舗装を要望していた件について、市で対応し
　ていただき、安心して通行することができている。
・令和2年7月7日豪雨では、武丈丸野線に土砂崩れが発生。直ちに市へ報告。9日夕方には路面
　清掃も完了していた。

地域課題の説明等（要旨）

＜道路の改修について＞ ①　全面的に補修が必要な区間は、昨年度から区間を
分けて実施しており、今年度も引き続き行う。穴埋
め、パッチ補修等部分的な補修も今年度実施する。
　落石防止対策は、構造物を設置してしまうと道路幅
員を阻害してしまうため、落下しそうなものは事前に
撤去し、また落石があれば随時撤去する。

②　現地確認を行ったが、路側擁壁等に変状は確認さ
れなかったので、段差解消のための補修を今年度実施
する。

③　随時補修、撤去を検討する。必要に応じて要望を
出してほしい。

　落石や段差により通行に支障がある箇所の修繕を
お願いしたい。
①　路面の舗装・落石防止対策
      （武丈公園から約800ｍ）
②　路面舗装　市之川集会所下　段差7㎝
③　その他全般　路面の舗装・落石対策等

市之川地区タウンミーティング開催報告

令和2年12月12日（土）10：00～11：00

市之川公民館集会室

【地域側：11名】市之川自治会長、市之川自治会（2名）、公民館サークル活動メンバー（8名）
【行政側：2名】市長、市之川公民館長

1.開会
2.市之川自治会長 挨拶
3.市長挨拶
4.テーマ「市之川地区の地域活動と課題」に関する現状等説明(別添資料①)・意見交換
5.まとめ・閉会

概　要



市の発言要旨及び対応

※市民協働推進課　確認済

※林業振興課　確認済

※社会教育課　確認済

※政策企画課・社会教育課　確認済

※社会教育課　確認済

※社会教育課　確認済

※社会教育課　確認済

まとめ

＜市長＞
　館長を始め、市之川地区を守っていただき感謝する。今後この公民館を含めて地域をどうする
か考えなくてはならない。引き続き一緒に考えていっていただきたい。
＜自治会長＞
　今後とも協力し、支え合いながら、市之川地区を盛り上げていただきたい。引き続きよろしく
お願い申し上げる。

＜水源地の維持管理について＞ 　館長がいつまでも対応できるわけではないことを踏
まえ、他の市職員が対応できることや専門業者に依頼
できることがあるのか考えさせていただく。
　公民館をどうしていくか、危ないものについては除
去することも視野に入れ、具体的な対応を皆さんと一
緒に考えていきたい。

　水源地の清掃を公民館長と数人でしているが、い
つまでもできるわけではない。

＜公民館西側の落石対策について＞ 　落石のあった付近の部屋には立ち入らないようにし
てほしい。関係部署で現場を確認し、危険度の有無や
対応を検討する。
【後日対応：令和3年1月】
　落石や土砂については、建物に直接影響を及ぼす量
ではないため、様子を見たい。
（落石斜面の点検済。のり面崩壊の危険性は低いと判
断。）

　令和2年8月上旬、公民館西側の落石を発見した。
　倒木の恐れがあったので、カラオケ会の皆さんと
ともに伐採したが、落石があるので撤去をお願いし
たい。

＜グラウンドの陥没・遊具の撤去について＞ 　当面は遊具に近寄らないよう表示することと、バリ
ケードで対応したい。　公民館のグラウンドは2ヶ所陥没している。

　遊具も腐食しており、早急に撤去をお願いする。

＜市之川鉱山跡の周知について＞ 　鉱山の所有者の意向によるところもあるが、行政と
して何ができるかを考える。
　ふるさとを大切にする皆さんの思いに寄り添いなが
ら、限られた予算の中でどうしていくかを共にアイデ
アを出し合っていきたい。

　人口も減っていくが、鉱山があったという事実は
残したい。
　例えば、自然を体験できる場所として、施設の規
模を縮小してでも残してもらいたい。

＜公民館西側建物の雨樋の詰まりについて＞ 　人口減少が進む中で、維持費の確保が難しくなって
くる。公共施設マネジメントの観点から、施設の面積
は削減することを考えていく。
　この公民館においても、ずっと残していくかという
ことを皆さんと真剣に話し合わなければならない。

　昔は地域のみんなで雨樋の詰まりを対処していた
が、高齢化が進み、難しくなってきた。
　できる限り草木を除去しているが、屋根部分も含
め広範囲に詰まっており、草も生えている状況であ
る。このままでは、雨漏りやシロアリの発生、そし
て屋根の腐食や落下が考えられる。

地域課題の説明等（要旨）

＜集会所の維持管理ついて＞ 【後日対応：令和3年1月上旬】
　自治会長をはじめ地区のみなさんの合意を確認した
ので、令和3年3月末日を以て、自治会と市で交わして
いた集会所の管理委託等の契約を解除する予定であ
る。
　なお、令和3年4月以降の維持管理（除草作業含む）
については、今後地元と協議していきたい。

　市之川の集会所の維持管理を地元で行っている
が、道路も通行できないし、実質使うことができな
いので市に返還したい。

＜鳥獣対策について＞ 　西条市は、他市より駆除費用の補助を少し上積みし
ており、猟友会の皆さんに多く獲ってもらうために、
例えば、期間限定で補助額を更に上積みすることなど
も考えていきたい。
　防止柵設置に関しても、県の補助とは別に市単独補
助を行っている。林業振興課が窓口となっているので
対策を提案できれば良いと思う。

　家庭用野菜を栽培しているが、今年はサル・シ
カ・イノシシ被害が大きい。個人では柵を作ること
しかできず、なかなか被害を抑えることが難しい。
　シカやイノシシは猟の対象だから、猟師の方にた
くさん駆除してもらいたい。
　そのことに対する支援をぜひお願いしたい。



＜当日の様子＞


